
一
組
典
力
一
一一
入
、
弓
削組
は
弓
三
十
張
、
間
引
肌
付
録
地

三
十
挺
を
卸
け
ら
れ
て
、
そ
の
足
科
三
十
人
、
外
に

手
掛川
六
人
、
内
三
人
は
州
に
下
さ
れ
、
軍
批
棋
の
川
は

組
へ
出
す
削刷
定
で
あ
っ
た
。
父
小
凶
は
六
人
で
、
以

上
総
計
四
十
二
人
と
な
り
、
御
切
米
一
帥
イ
n

Jl
M
山，に

あ
っ
た
。
一
大
和
元
年
三
月

H
一
円
以
川
父
布
術
門
日
比

短
、
間
年
九
H
4
H
八
日
化
川
又
右
衛
門
宣
茂
が
問
削

に
仰
付
け
ら
れ
、
一
一
年
九
対
引
入
日
吉
川
左
太
夫
茂

川
川
が
弓

m、
牢
川
惣
止
ハ
術
以
前
川
が

m
mと
な
っ
た
の

で
、
廿川初
の
者
と
共
に
七
人
七
組
と
な
り
、弓
三
組
-

m凶
組
に
定
め
、
以
抜
出
納
し
た
。
似
し
符
内
川
州
付

山
間
氾
挺
践
に
初
め
て
白
い
た
の
で
は
な
い
。
削
川
利

長
の
時
持
何
一

一剖
酬
が
あ
っ
て
本
庄
中

h

山内

・
河
似
兵
仰

が
そ
の
一川
と
な
り
、
利
市
川
代
に
之
キ
一様
し
て
そ
の

足
附
令
悉
〈
先
手
組
に
加

へ
た
と
あ
ろ
。
こ
の
純
に

凪
す
る
記
帆
の
組
地
は
、
弓
組
伐
小
A
M
川
町
弓
，
川
に

在
。
、
間
引
肌
付
六
円
日
川
に
在
っ
た
。

モ
チ
カ
ヘ
ダ
カ
持
替
一
品

滞
政
均
時
、
行
般
が

懸
作
を
誠
一航
機
に
有
す
れ
ば
、
作
況
に
附
般
仇
官
邸
ず

る
が
故
に
、
切
ね
と
し
て
之
そ
民
却
し
、
そ
の
代
。

に
町
村
又
は

.ι利
で
取
引
川
ヰ
一
す
る
こ
と
が
あ
ろ
。

そ

の
後
者
脅
持
桃
山
と
い
う
た
。

モ
チ
ザ
キ
ジ
ン
ジ
ヤ
持
地

斡

社

能

美
樹
蛭
川

に
在
っ
た
。
式
内
部
す
砧
世
間
に
、『
符
断
御
枇
。
仮
作

郷
蛭
川
村
鏑
峰
。
務
=
持
附
別
品
川
一
戎
一
苫
持
附
キ
H
地
名

也
。
今
仲
品
目
白
山
創
べ
泊
制
出
。
』
と
あ
ろ
0
.終

れ
ば

明
治
一一一
十
九
年
間
地
加
茂
制
駐
に
川
A
H
せ
ら
れ
た
白

山
枇
が
そ
れ
で
あ
っ
た
ら
う
。

モ
チ
ソ
へ
ダ
カ
持
添一一品

j
ト
リ
〆
カ
取
向
。

モ
チ
ダ

餅
国

風
車
制
七
浦
正
に
自
制
す
る
部
孫
。

天
一
止
十
抗
年
七
月
前
川
利
"訟
の
仔
桝
献
に
は
持
川
村

と
総
せ
る
。

モ
チ
ダ
カ

は
一
向
姓
に
よ
っ
て
分
別
作
配
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
を
持

お
と
い
う
て
、
資
産
に
郎
じ
表
が
あ
る
。
持
高
に
討

し
て
抱
制
に
日
る
租
米
を
滞
父
付
滞
の
絵
入
に
納

め
、
そ
の
伎
俳
が
百
姓
の
作
徳
米
で
あ
る
。
加
れ
滞

で
は
、
百
姓
の
持
お
は
迎
愉
上
そ
の
耕
作
織
を
有
す

る
に
止
っ
て
、
山
内
川
そ
の
物
の
厨
有
械
を
訟
妹
し
な

か
っ

た
。
政
に
滞
命
の
あ
る
時
は
山
地
別
が
鐙
現
世

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
。

モ
チ
ッ
キ
餅
総

務
政
時
代
の
餅
仰
は
正
且
町
、

容
に
入
っ
て
か
ら
行
は
れ
た
。
慨
ね
自
家
の
臼

・
議

開削キ一
則
ひ
、
引
制
臥
却
す
に
抑
か
せ
る
の
で
あ
る
が
、
文

刑
判
迎
。
と
い
う
て
、
結
逃
H
H

を
悦
へ
来
っ
て
併
を
作

り
、
そ
の
口
銭
を
JrA
け
る
も
の
も
あ
っ
た
。
普
通
絞

併
・成
斗
伽
・か
き
餅
ヰ
一
作
る
が
、
そ
の
他
に
男
児
の

あ
ろ
後
で
付
利
谷
、
女
川
ん
め
あ
る
家
で
は
尚
1
4
・も作

っ
た
。
村
容
は
、
僻止
T
M配
形
に
し
て
新
木
の
柄
を

附
け
た
も
の
、
尚
王
位
柳
父
は
木
肌
刊
の
技
に
紅
白
の

小
さ
い
餅

#
付
け
た
も
の
で
、
何
れ
も
正
刃
そ
れ
を

床
の川
聞
に
陥
っ
た
。
又
水
取
れり
と
い
ふ
の
付
、
鈎
き

上
げ
た
併
を
尚
の
中
で
ち
ぎ
り
、
丸
め
て
小
豆
同
地
を

つ
け
、
近
料
な
ど
に
分
配
す
ろ
も
の
で
あ
っ
た
。
最

後
の

一
円
咋

-mき
終
っ
た
叫
に
、
手
返
し
を
す
ろ
も

の
付
、
円
か
ら
時
な
お
く
取
り
上
げ
、
一

一附と

日
ハ

に
『
千
れ
瓜
口
市
山
江
川
』
と
説
湖
を
辿
ベ
た
。

モ
チ
ヅ
ツ
グ
ミ
持
筒
組

l
モ
チ
カ
タ
グ
ミ

F
T
l
D
 

歩
h
r
J，
ム
叫
到

m

モ
チ
マ
ル
チ
ョ
ウ
ジ
ヤ
タ
カ
ラ
ノ
イ
リ
フ
ネ
持

丸
長
者
費
之
入
錨
上
怨
は
こ
の
外
側
で
、
下
容
は

宮
の
魁
銭
民
く
ど
き
と
姐
せ
ら
れ
る
。

各
加
四
枚
綴

で
、
銭
口
血
五
兵
衛
雌
刑
一
僚
を
銑
踊
駅
に
作
っ
た
も

の
で
あ
る
。

江
戸
安
mMHHω
軒
の
治
と
あ
る
が
、
こ

の
地
方
の
川
版
で
あ
ら
う
。

モ
チ
ヤ
ヒ
コ
ハ
チ

大
型
寺
紛
。

モ
チ
ユ
ミ
グ
Z

持
弓
組

持
方
組
。

モ
ヅ

雲
津

珠
洲
端
正
院
郷
に閉
山
す
る
部
訴
。

白
山
担
に

『
そ
ズ
ノ
白
山
』
と
見
止
、
路
永
一
泊
年
六

月
什
三
日
間
干
の
文
容
に
疋
院
郷
内一
毛
市山と町
U

き
、
山

和
六
年
七
月
等
の
須
須
前
社
文
苔
に
付
毛

釘
と
認

し
、
今
も
そ
ヅ
と
唱
へ
て
ゐ
る
。
し
か
し
ク
モ
ず
と

も
制
ん
だ
ら
し
〈
、
夫
木
抄
=
一
十
三
仲
wu朝
国
の
散

に
、『
雲
仙
仲
よ
り
鈴
め
ぐ
り
す
る
こ
し
船
の
お
き
か
け

さ
か
る
ほ
の
ん
¥
に
兄
ゆ
』

と
い
ひ
、
約
松
凝
集
に

は
『h
日
宅
跡
、
能器官
』
と
あ
る
。
能
町
官
名
跡
志
に

『
話

一
樟
村
は
市
北
へ
一
里
摘
出
る
所
に
て
、
芸
能
端
と
て

左
右
の
怖
を
見
渡
し
、
聞
に
は
越
中
京
山
な
ど
、
二

十
田
昌
除
の
お
上
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
手
の
と
ど
〈
慨

に
見
え
、
組
問
日
京
艇
に
て
名
所
犯
に
も
あ
り
。
刀
両
抽
悼

の
里
と
は
此
聞
な
り
。
』
と
促
す
る
。

モ
ヅ
h
y
hy

F

海
雲
宿

金
仰
御
阪
総
の
総
爪
に

あ
っ
た
。
越
前
坂
井
抑
制
由
加
の
海
女
が
肘
昨
年
こ
h

に

止
宿
し
て
、
持
山
訟
を
誠
一
卜
に
到
り
歩
い
た
。
依
舎
は

も
と
一
面
脱
縞
爪
大
杉
口
同
長
兵
衛
で
あ
っ
た
が
、
巾
附
引

こ
h

に
制
じ
、
文
化
山
初
頃
大
杉
旧
民
か
ら
和
山
市
日
出
小

兵
街
に
説
。
、
陵
限
二
年
吉
た
前
久
居
文
苦

へ
秘
っ

た。
モ
ヅ
シ
ラ
ヤ
マ
シ
ヤ

雲
漂
白
山
社

味
洲
初
当

却
に
鎮
座
す
る
。
白
山
記
九
所
の
小
跡
の
巾
に
、
『
モ

ズ
ノ
白
山
』
と
見
え
、式
内
等
部
社
犯
に
も
、『
怠
出
白

山
一
柳
枇
。

疋
院
郷
J
戸内
村
銀
座
。

m
z毛
お
白
山
紅
一

加
賀
同
白
山
比
略
称
註
之
末
制
御
子
也
。
』
と
載
せ
ら

れ
、能回
R
名
跡
芯
に
は
、
『
昔
は
大
祉
な
り
。
百
姓
に

制
定
・鎚
中
な
ど
h

て
あ
り
。
此
の
宮
森
は
日
吉
町

の
附
に
あ
れ
ば
、
務
方
よ
り
見
ゆ
ろ
也
。
』
と
あ
ろ
。

こ
の
耐
枇
そ
今
は
mm
に
白
山
一紳
祉
と
呼
ん
で
ゐ
る
。

持
高

滞
山
叫
の
町
、

一
村
川
地
の
一一品

ユ〆

ギ
ヌ

』
モ
チ
カ
タ
グ
ミ

餅
屋
彦
八

J

〆イ
Y
ヨ
ウ

毛
チ
ー
ー
モ
ト

モ
ヅ
J

雲
戸
宰
野
珠
洲
郡
に
在
る
。
一
一
一
日
且
日

沼
に
、
『
市
村
・森
阪
な
泊
。
て
砂
山
へ
殺
れ
ば
大
な

る
野
な
。
。
此
わ
た
り
を
芸
作
野
と
い
ふ
よ
し

0
2

後
間
野
の
は
拙
巾
な
ろ
加
と
い
ふ
。
夫
よ
'り
宇
治
・引

砂
・街
附
・
日
披
・伏
見
・小
約
附
守
地
ぎ
て
ぷ
神
山
村
に

つ
〈
な
り
。
』
と
犯
す
る。

モ
ト
イ

チ

本

市

協
南
部
揃
比
正
に
印刷
す
ろ
部

町問。
モ
ト
ウ
シ
ツ
元
字
出
津

珠
洲
市
川
引
似
に
在
る

と
い
ひ
、
能
H
V
誌
に

『
刻
制
村
山
の
、
山
と
云
加
の
山

手
に
一兆円

Tm怖
と
い
ふ
朋
あ
り
。
も
と
棚
木
り
城
下

に
て
城
の
北
平
な
り
。
』
と
犯
し
、
岡
京
市
宇
川
抽出の

白
山
川
訟
で
あ
る
如
く
に
い
ふ
が
、
認
で
お
ら
う
。
字

削
却
は
、
承
久
三
年
住
訟
の
能
殺
凶
川
敏

n侃叫
に
妹

洲川附
υナ
山
と
し
、
文
惚
一

一
年
の
続
的
六
郷
川
政
円
銑

に
付
凶
南
部
川
十

m
mと
あ
る
が
、
そ
れ
は
巾
界
の
健

治
に
よ
っ
て
似
お
を
即
時
に
し
た
の
口
、
郎
、問
の
付
む

を
移
動
し
た
の
で
は
あ
ろ
ま
い
。
又
棚
木
の
版
下
は

棚
木
で
、
羽
削
帆
あ
た
h

り
に
そ
れ
が
あ
ら
う
と
も
思
付

L
主
。

-Y'kue
 

モ
ト
ウ
チ

本
内

以
頃
同
日
櫛
比
山
に
い
制
す
る
部

軒。
モ
ト
グ
ル
マ
マ
チ
元
主
町

会
仰
の
町
名
。
も

と
都
万
川
の
宋
か
ら
川
下
川
町
宮
で
を
い
う
た
が
、

今
は
間
借
刀
問
中
一
も
青
ん
で
ゐ
ろ
。
允
級
九
日
叩
地
子

m附
、
紋
許
付
に
公
印
刷

-W
川
仙
耶
と
あ
り
、
他
殺

到
三
州
芯
の
平
和
三
年
収
山川に
知
注
し
た
郷
陀
分
町

名
附
に
も
訓
郡
阿
が
め
っ
て
、
そ
の
M
引
は仙
川

m川
と

言
う
た
ら
」
見
え
る
。

モ
ト
コ
ロ

バ
元
木
呂
場

金
持
の
街
地
名
o
u世

間
出
杷
に
、『
卒
保
十
九
郎
=一
H
A
五
日
以
川
川
上
新
町
大

品問屋出品
兵
衛
と
い
ふ
山
間
以
の
後
"、
元
木
川町
お
と
い

ふ
節
の
小
家
よ
り
失
火
、
上
下
提
出
山
間
不
残
焼
失
。』

八
四
九


